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障害者自立支援機器等研究開発プロジェクト

分担研究報告書

疾走用膝継手、ステップ用膝継手、足部カバーのデザイン

研究分担者：慶應義塾大学山中俊治デザイン研究室　山中俊治　檜垣万里子

辻勇樹　田中舞　根岸岳　鈴木秀佳　神山友輔　村松充

研究要旨：疾走用膝継手、ステップ用膝継手、足部カバーの つのスポーツ用義足パーツを
対象としたデザインアプローチを行うことで、スポーツ用義足におけるデザインの有用性を
検証する。

．研究開発の背景と目的

今までスポーツ用義足は義肢装具士と
エンジニアにより主に機能性、安全性、生
産性が追求されてきた。保険の適用されな
いスポーツ用義足を多くの人が使用できる
よう、価格を抑える努力も成されてきた。
しかし、下肢切断者の感覚的側面、主に使
用感や視覚的効果などを考慮したデザイン
アプローチは未だかつてとられていない。
この大きな理由として以下の 点が上げられ
る。
まず つ目に医療現場では機能性が最も

重視されることから、デザインは必須の物
とは認識されておらず、コスト削減を図るた
め省略されてきた事。そして つ目に義足は
切断箇所に応じたカスタマイズ商品である
ため、従来の量産型のデザイン手法では対
処することが難しい事である。今回のデザ
インアプローチを通して、今まで行われて
こなかったスポーツ用義足を対象としたデ
ザインの有用性を検証する事を目的とす
る。

まず今回のデザインアプローチにおける
4項のスタイルテーマを提示する。

1.選手の体と一体となり、その動きをより
美しく見せる流麗なスタイル
鍛え上げられた人体を参考に、全体像と

各部品のつながりに緊張感のあるしなやか
なラインと、張りのある高品質な連続曲面
を与えた。これにより、人体との視覚的な

統一感を与え、運動中の選手をより美しく
見せる効果を得ることを目指している。

2.初心者にも親しみやすく、家族や友人な
どにも受け入れられやすい、フレンドリー
な部品群
鋭利な形状になりがちな機械部品を、

柔らかい曲面で包み込むことによって、視
覚的な優しさや、触感の親しみやすさを演
出し、これからスポーツ用義足を試そうと
する人たちや、初めてこれを手にする人た
ちの気持ちを前向き誘導する効果を目指
す。同時に、家族や友人にも受け入れやす
さにも配慮し、社会生活の質の向上を目指
した。

3.明るく、かつ高品質間のある色調
日光の下でアスリートの動きをより軽

やかに、そして美しく彩るカラーリングを
用意した。疾走用膝継手でのシルバー、
レッド、ブルーの３つのカラーは、使用者
の好みに合わせて選択できる幅となり。義
足に「選ぶ」ことの楽しみ、愛着を生み出
す。

安全性やメンテナンス性を考慮した詳細
形状
指を挟んだり、健足部に衝突してけが

をさせたりする事がないよう、細部にわ
たって安全設計を行い、ボルトの突出や、
加工端などが露出しないよう心がけた。ア
ライメントの調整やメンテナンスを容易に


